
第９６回　太平山コース　ハイキング ２０２３．１２．２０．

いきいきスポーツクラブ

太平山（おおひらさん）＝３４１ｍ　栃木市 体力度＝☆☆

関東平野を一望しながら社寺を結ぶミニ縦走コース

（１）催行日：２月６日（火）　午前７時１９分　春日部駅　＃３・４ホーム中央　集合

　　雨天順延　（前日午後６時の予報で判断し、中止の場合は連絡網で全員に連絡。）

　　予備日の「参加」「不参加」は各個人が班長へ連絡を。予備日＝２月１３日（火）

（２）歩行時間：３時間１０分、　歩行距離：８．３Km　標高差：３０６ｍ

（３）春日部駅（７：２９）－東武スカイツリーライン（南栗橋行）－（７：５６）南栗橋駅

　（８：０３）－東武日光線急行（東武日光行）－（８：２７）新大平下駅

　所要時間：５８分　交通費　６７０円。

（４）コース：新大平下駅－客人（まろうど）神社－謙信平－大平神社－太平山 －ぐみの木峠－

　大中寺－両毛線踏切－新大平下駅

＊帰り：新大平下駅（１４：４３）発、南栗橋駅（１５：３１）発、春日部駅（１５：３７）着

　所要時間：５４分　交通費　６７０円。

＊太平山：太平山県立自然公園の中心部をなす山で、遊覧道路から太平山神社下の随神門、

謙信平を経て、表参道（あじさい坂入口）へとマイカーやバスが一巡することができる。

１５６８年に北条氏康と和議を結んだ後、謙信は太平山から関東平野を見渡し、その

広さに驚いたという。それが、山頂近くの展望スポット「謙信平」の名前の由来。

謙信平はまた、「陸の松島のよう」と国学者の岡吉胤（おかよしたね）が称賛したこと

でも知られている。太平山の三大名物となっている焼き鳥、玉子焼き、太平だんごは、

太平山神社に奉納されたニワトリとお米を使って作られたのが始まり。謙信平と太平山

神社周辺の茶屋で食べることができる。

＊太平山神社：827年に円仁（慈覚大師）が開山したといわれ、江戸時代には徳川歴代将軍の

崇敬を受けた。境内の随神門は、8代将軍吉宗によって1723年に建てられた。

＊大中寺（だいちゅうじ）：上杉謙信の叔父が6代目住職を務めていたこともある大中寺は、

1568年に謙信が北条氏康と和議を結んだ場所であり、上田秋成作「雨月物語」の

青頭巾の舞台としても知られている。

（５）持ち物：手袋、シート、飲み物、行動食（チョコ、クッキーなど）、保険証コピー、雨具、

昼食、常用薬、ホッカイロ

＊マスク、除菌ティッシュ持参など各自でウイルス対策をしてください。



謙信平からの眺望

太平山・晃石山


